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天草版平家物語と捷解新語
――謙譲語を中心に――











































































































































































































































菊地康人 宮地 裕 大石初太郎 代表的な用例











































































































下人 ’ mr-’ui-h a-’ya徳談 ’eis-’ir-’i-ra-h a-sye（七６オ）
・つしまのかみ申さるるわ……たいくんより申まいた（まいった）とあつて
對馬島主 s ar-’o-m mn……大君 sg mi-sye-nir-re-’oas-da-h a-go（八９オ -10オ）
第１例は自分側の主君の言動について語っているが、対訳朝鮮語に尊敬語 -si-が用い





































































































































































































大石初太郎（1986）『敬語』筑摩書房（初刊 1966 年大泉書店、改訂版 1975 年筑摩書房）
大友信一（1957）「「捷解新語」の成立時期私見」『文芸研究』26
小倉進平 / 河野六郎（補注）（1964）『増訂補注朝鮮語学史』西田書店




















































































































23）-n aiの -n a-は現在時制、-iは丁寧語（恭遜法）語尾 -ŋidaの変化したものである（李
1975：183・240）。
24）(e)s-ddaが過去もしくは現在完了を表し、so-’i-daが丁寧を表す。so-は謙譲語
-s ab-の変化形の一つと思われる。
25）対訳朝鮮語との関連では、辻（1997：118）が指摘するように、「申（す）」には -i
という半言（パンマル、丁寧度のやや低い形態）が用いられるが「申まるする」には
-’idaというより格式高い形態も用いられるといった傾向の差がある。またこれらは
場面によって使用頻度に大きな違いがあることも指摘されている。
（79）
